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今
回
は
、
投
句
者
が
少
な
い
た
め
、
通
常
の
選
句
が
出
来
ず
、
各
人
一
句

　

を
入
選
句
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
月
二
十
五

四
月
二
十
五
日

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

家
庭
科
の
時
間
に
「
フ
ー
ド
デ

ザ
イ
ン
選
択
者
」
が
、
２
週
に
わ

た
っ
て
伝
統
の
食
文
化
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

  

２
月
８
日
（
金
）
は
、
大
村
安

広
氏
（
割
烹　

志
ん
月
）
を
講
師

に
迎
え
て
、「
地
域
の
素
材
の
味
を

引
き
出
す
調
理
の
基
本
」
に
つ
い

て
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
素
材

を
活
か
し
た
「
炊
き
込
み
ご
飯
、

冷
汁
、
切
り
干
し
大
根
の
煮
物
、

納
豆
汁
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

伝
統
の
郷
土
料
理
と
和
菓
子
作
り
に
挑
戦

　

ま
た
、
２
月
15
日
（
金
）
に

は
、
新
宮
利
幸
氏
（
や
ま
り
菓
子

舗
）
を
講
師
と
し
て
、「
季
節
の
和

菓
子
づ
く
り
の
基
本
」
に
つ
い
て

学
び
、「
じ
ん
だ
ん
と
白
あ
ん
の
２

種
類
の
桜
餅
」
を
つ
く
り
、
抹
茶

を
た
て
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

来
年
度
か
ら
、
荒
高
は
総
合
学

科
と
な
り
、「
教
養
・
探
究
」「
福

祉
・
生
活
」
と
と
も
に
、「
食
・
ビ

ジ
ネ
ス
」
系
列
を
設
置
し
、
地
域

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に

多
方
面
に
学
び
、
基
礎
力
を
身
に

つ
け
て
い
き
ま
す
。




